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研究要旨 

高齢者のがん医療に関する日本の現状の総論を報告した後、「高齢者がん医療Q&A 臓器編」

において肝臓がんにおける外科手術療法に関わる記載項目と内容を検討し分担執筆、校正し

た。高齢者がん医療のシンポジウム等に参加し議論を深めた。 

Ａ．研究目的

高齢者社会が進み、高齢がん患者の外科手術の

機会も年々増加している。手術において年齢上限

は決められておらず、各施設での判断に委ねられ

ているところが大きい。今回、高齢者のがん医療

における肝臓がん分野での外科手術療法におけ

るリスクや術後の予後・合併症について短期及び、

長期術後成績を検討比較した。 

Ｂ．研究方法 
PubMedにて「eldery」「pancreatic cance

r」「hepatectomy」「pancreatectomy」をキーワ
ードとして、肝細胞癌に関する2012～2016年の文
献検索を十分に行い、高齢者の短期及び長期術後
成績を比較した。 

Ｃ．研究結果 

  高齢者は非高齢者と比べて肝細胞癌では、術後

合併症発生率や手術死亡率には優位さを認めな

かった。 一般診療において手術適応の選別時に

バイアスのかかった全身状態の良い高齢者に対

してのみ手術を行い、その結果を非高齢者と比較

検討したことにより生存率には差が出なかった

ものと推測された。本来は各施設でのがん進行度

に応じて高齢者の何割が手術に至ったのか、内科

的治療の割合や対処療法などしか行えなかった

緩和医療の割合を検討する必要がある。 

Ｄ．考察 

高齢者がん診療指針策定に必要な情報を得る

ために、Q&Aの形で臓器別の治療についてまとめ

ることができた。現時点における治療に関する適

切な情報を医療の現場に提供することができた。 

Ｅ．結論 

今後は、高齢者がん手術が増加することが予

想されるため、これまでのような全身状態の良

い高齢者のみを手術するという状況ではなくな

り、「vulnerable」な高齢者に対する外科治療を

行うべきか否かエビデンスの創出およびガイド  

ラインの作成が急務と考える。Q&Aの作成と議論

を通して高齢者のがん医療における外科手術療

法の役割が明確になりその有用性が周知される

ことを期待する。 

Ｆ．健康危険情報

  なし 
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